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１． はじめに 
 
ミハイル・ブルガーコフ(1891-1940)は 20 世紀を代表するロシア語作家として、『犬の心
Собачье сердце』(1925)や『巨匠とマルガリータМастер и Маргарита』(1928-1940)といっ
た、モスクワを舞台にした作品を数多く残した。そのため、ブルガーコフ研究の大部分が、
『巨匠とマルガリータ』をはじめとした「モスクワもの」の作品群に捧げられてきた。 
しかし、彼はウクライナのキエフにロシア人の両親のもとに生まれ、49 年の短い生涯の
うち、約 28 年もの歳月をキエフで過ごしていたことを忘れるべきではない。ブルガーコ
フはキエフ大学の医学部を卒業後、ロシアの地方都市で医師を勤めたのち、1920 年に内戦
後にとどまっていた北カフカス地方の都市ウラジカフカスで、医師の身分を捨てて作家に
なる決意を固める1。ブルガーコフが 29 歳の時だった。その後、1921 年にモスクワに上京
し、ロシア革命後の内戦期と、1920 年代前半のキエフを舞台にした作品をロシア語で書い
た。具体的には、『白衛軍 Белая гвардия』(1922-24)や『3 日の未明に В ночь на 3-е число』
（1922）、『キエフのまち Киев-город』(1923)、『私は殺した Я убил』(1926)などの作品が挙
げられる。このような経歴を持つブルガーコフは、故郷キエフをどのように描いただろう
か。本報告では、キエフでの経験が、モスクワに上京後の作家の執筆活動に、どのように
影響を及ぼしたか考察する。 
 
２．ブルガーコフにとっての「まち」 
 
ブルガーコフは、『白衛軍』でキエフのことを Город と大文字で書き記し、愛情と親し
みを込めて「まち」の風景を描写している。 
 
幾重にも層のあるミツバチの巣のように、まちは煙り、ざわめき、生き生きとしてい
                                                        
1  Попов П. С. Заметки автобиографического характера, сделанные П. С. Поповым со слов М. А. 
Булгакова // ОР. РГБ. Ф.562(М. А. Булгаков). K. 8. N. 24. С. 3. 
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た。厳寒や霞の中でドニエプル川をのぞむ丘から見るまちは美しい。［中略］ 
庭園は白い処女雪に深く埋もれて、ひっそりと静かに横わたっていた。このまちには、
世界のどの町にも見られぬほど庭園が多かった。それらの庭園は、並木やクリの木、窪
地、かえでや菩提樹などで飾られ、いたるところに広がっていた。［中略］ 
まちは夜ごと朝になるまで光とたわむれ、きらめき、踊り、そしてまばたき、朝にな
るとすっかり姿を消して、煙と霞を身にまとうのだった。 
しかし、群を抜いてきらめいているのは、ウラジーミル丘にそびえる実に巨大なウラ
ジーミル公が手にしている電気の明かりが灯る白い十字架であった。［中略］冬になる
と、十字架は黒々とした天空を背景に光り輝き、二つの大きな橋が架かっている川岸の
なだらかな遠景を見下ろしながら、冷たく静かに君臨していた。[I・217-218]2 
 
しかし、ブルガーコフにとってのキエフは、常に楽園の地であったわけではない。ちょ
うど彼が暮らした時期は、革命後の内戦による混乱期にあった。『白衛軍』では、革命後
の内戦期のキエフを舞台に、トゥルビン家の兄弟とその仲間たちが敗者となる戦いに巻き
込まれていく様子が描かれている。この作品の舞台は史実に基づいており、1918 年 12 月
に白衛軍を支援していたドイツ軍のウクライナ傀儡政権のヘトマン・スコロパツキイがド
イツに逃亡し、シモン・ペトリューラ率いるウクライナ民族独立派による占領が始まる直
前から、1919 年 2 月のボリシェヴィキによってキエフが占領される前夜までの約 3 ヶ月
間の出来事が描かれている。白衛軍義勇隊に参加した医師のアレクセイ・トゥルビンとそ
の弟ニコールカ、そして彼らの家に出入りする将校たちは、支援を期待していたヘトマン
軍に逃げられ、ペトリューラ軍に敗北する。一方、トゥルビン家にも、母の死後、立て続
けに不幸が襲う。アレクセイの妹エレーナの夫でヘトマン軍の大尉タリベルグが、エレー
ナを見捨ててヘトマンと共にドイツへ逃亡してしまう。またアレクセイは、ペトリューラ
軍に撃たれて重傷を負い、生死を彷徨うものの、エレーナの祈りによって奇跡的に意識を
取り戻す。小説は、ペトリューラ軍が撤退し、ボリシェヴィキがキエフに到来したところ
で幕を閉じる。 
『白衛軍』は自伝的な小説である。主人公のアレクセイはブルガーコフと同様の医師で、
トゥルビン家の住まいのモデルとなった家は、キエフのアンドレーエフ坂の 13 番地（小
説内ではアレクセイ坂の 13 番地）にある。現在は、ブルガーコフ文学記念博物館となっ
                                                        
2 ブルガーコフ作品は、Булгаков М. А. Собрание сочинений в 5-ти т. 1989-1991 から引用し、 [ ] 内
に巻数とページ数を記した。また、引用に際しては、以下の邦訳を大いに参照した。ブルガーコフ
『白衛軍』中田甫・浅川彰三訳、群像社、1993 年; ミハイル・ブルガーコフ『ブルガーコフ短編集 
モルヒネ』町田清朗訳、未知谷、2005 年; ブルガーコフ『巨匠とマルガリータ』（上）（下）水野忠
夫訳、岩波文庫、2015 年。 
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ている。トゥルビンという姓は、ブルガーコフの母方の祖母の姓が用いられている。ブル
ガーコフは、自らのキエフでの内戦の経験について述べたルポルタージュ『キエフのまち』
の中で、1917 年の 2 月革命から 1920 年までに、キエフでは実に 14 回も政権が交代して
おり、彼はそのうちの 10 回を直接体験したと書いている[II・308]。赤軍、シモン・ペトリ
ューラ率いるウクライナ民族軍、そして白衛軍によるキエフをめぐる攻防戦に際して、ブ
ルガーコフ自身が政治的にどのような態度を取っていたかという点については、本人が日
記等に書き残していないために明らかにされていない。しかしながら、彼はキエフ出身の
ロシア人として、またロシア語作家の立場から『白衛軍』を執筆しており、主人公の医師
アレクセイや弟のニコールカが従軍した白衛軍の義勇隊に共感を寄せていたことは小説
から容易にうかがい知ることができる。また、白衛軍側にナイ・トゥルスという英雄的な
軍人を配置することで、敵軍であるペトリューラ軍とのコントラストを作り出している。 
 
３．「内戦もの」におけるペトリューラ軍 
 
『白衛軍』の中の敵軍のペトリューラ軍は、残忍な行為が描かれる場面に登場すること
が多い。例えば、ユダヤ人の民間人のヤコフ・フェリドマンが、産気づいた妻の出産のた
めに、産婆を迎えに行く途中で、ペトリューラ軍のガラニバ中尉に遭遇してしまう場面が
挙げられる。ガラニバに証明書を要求されたフェリドマンは、白衛軍側に物資を納入して
いた証明書を提示してしまい、そのせいで斬殺されてしまう。 
ペトリューラ軍によるユダヤ人殺害に関しては、小説の最終章でも、無抵抗のユダヤ人
を撲殺する場面が描かれている。 
 
2 月 2 日から 3 日にかけての夜、ドニエプル川にかかるツェプノイ橋のたもとで、
破れた黒外套を着た、青い顔に赤い血のりのついた男が雪の上を二人の若者に引きず
られていた。コサック兵がその男と並んで走り、銃のさく杖で男の頭を殴っていた。
男の頭は殴られるたびにぐらぐらしていたが、血まみれの男はすでに叫ぶことはでき
ず、うめくだけであった。ずたずたの外套にさく杖は重々しくしなって食い込み、一
撃ごとに「うー、あっ」としわがれ声が出ていた。 
「この、ユダ公め！」コサック兵は逆上して叫んだ。「材木の前に立たせて撃ち殺し
てしまえ！ いいか、暗い隅に隠れやがって、思い知らせてやるぞ！ 材木の陰で、
何をしてた？ スパイめが！……」[I・421] 
 
ペトリューラ軍によるユダヤ人殺害は、ブルガーコフにとっては看過できない重要なテ
ーマであったようだ。同じくキエフでの内戦について扱われた、いわゆる「内戦もの」の
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作品群の一つ、短編小説『 3 日の未明に』 (1922)でも、同様の出来事が取り上げられてい
る。 
『 3日の未明に』でも、1919 年 2 月 2 日から 3 日の未明にかけてペトリューラ軍がキエ
フ郊外から撤退していく際に行ったユダヤ人殺害の様子が描かれている。自伝的な主人公
である医師ミハイル・バカレイニコフ3は、ペトリューラ軍に動員され、キエフ郊外の町ス
ロボドカの橋のたもとでペトリューラ軍のコサック司令官の横暴ぶりに遭遇する。その後、
彼はペトリューラ軍のコサック司令官によってユダヤ人が撲殺される様子を目の当たり
にする。しかし、暴力に抗議する気持ちはあるのに、恐怖心から「両足が綿のようにふわ
ふわになってしまい、しっかり立てず」[I, 520]、傍観することしかできない。そして、ペ
トリューラ軍を脱走し、命からがら自宅に逃げ帰る。自宅で迎えてくれた友人が「あのペ
トリューラって奴はいかさま野郎だ」と述べると、バカレイニコフは「あいつらは悪党だ
……でも俺は……俺は……インテリのくずだ！」[I・522]と自責の念にかられながら、大
声で叫ぶ。 
『 3日の未明に』では、ユダヤ人の撲殺を目の当たりにしても何も行動を起こせない主人
公の精神的な弱さ、臆病さが描かれている。それに対して、その 4 年後に描かれた短編小
説『私は殺した』の主人公のタイプは全く異なっている。 
この小説は、語り手の自宅に外科医が五人集い、外科医という職業と患者の死について
議論している場面から始まる。外科医は、手術の結果、人を死に至らしめることはあって
も、故意の殺人などありえないと主張する語り手に対して、医師の一人ヤシュヴィンが、
「私は人を故意に殺したことがある」とキエフでの内戦の体験を語り始める。ヤシュヴィ
ンは、ペトリューラ軍の医師として動員され、そこでレシチェンコ大佐の容赦ない拷問の
様子を知る。その後ヤシュヴィンは、拷問した相手に逆襲されたと思われるレシチェンコ
大佐の傷の治療を強いられる。ちょうどその時、夫が大佐に銃殺されたという女が部屋に
駆け込んできて、悪党に治療を施すヤシュヴィンのことを「卑劣者」とののしる。大佐は、
憎しみを込めて自分に唾をひっかけてきた女を殴打刑に処するように命令するが、その瞬
間意を決したヤシュヴィンは、大佐を銃で殺害し、ペトリューラ軍から逃げおおせる。 
『私は殺した』は、『 3日の未明に』で扱われた臆病と罪悪感のテーマが再び取り上げら
                                                        
3 主人公の名前は、明らかに作家の名前ミハイル・ブルガーコフのパロディであろう。『 3 日の未明
に』で描かれる主人公のペトリューラ軍からの脱走とその後の精神的ダメージの様子は、ブルガー
コフが実際に体験したものだと言われている(Чудакова М. Приложение // Булгаков М. А. Собрание 
сочинений в 5-ти т. Т. 5. С. 613)。ちなみに、「バカレイニコフ」という苗字は、「食料品の」という意
味の形容詞 бакалейныйから造られており、自伝的であると同時に、コミカルなイメージも伴ってい
る。E. C. Haber, Mikhail Bulgakov. The Early Years (Cambridge, Massachusetts, London, England: Harvard 
University Press, 1998), p. 63. 
 
18 国際シンポジウム「⽂化の汽⽔域〜東スラヴ世界の⽂化的諸相をめぐって〜」報告集 
れた作品である4。ただし、悪に直面した主人公が具体的に行動を起こす点が、『 3 日の未
明に』の主人公とは大きく異なっている。 
 
４．「内戦もの」における白軍 
 
しかし、ブルガーコフはペトリューラ軍のみを悪と見なしているわけではない。同じ内
戦期を扱った短編小説『赤い冠 Красная корона』(1922)では、主人公の「私」が白軍の大
将がボリシェヴィキの男を独断で街頭に吊り下げて、絞首刑を行う残忍な殺戮行為を目に
したと述べる。ここでも「私」は恐怖で両足が震えるだけで、見て見ぬふりをすることし
かできない。 
白軍の残虐さについては、戯曲『逃亡 Бег』（1926-28）でも描かれている。『逃亡』では、
白軍将軍のフルードフが主要な登場人物の一人であるが、ある勇敢な部下にこれまでフル
ードフが関わってきた殺戮行為を非難される。それに激高したフルードフは、その部下を
絞首刑に処する。しかし、その後フルードフは良心の呵責に苛まれ、亡命生活においても
殺害した部下の幻に悩まされるようになる。 
このように、ブルガーコフは、無慈悲な白軍将軍を扱うことで、内戦下に共通する人間
の狂気の問題を取り上げている。医師だったブルガーコフはすべての軍隊に動員され、従
軍していたことがあった5。彼は、『白衛軍』において白衛軍に従軍する主人公らを描いた
ために、白衛軍に共感を抱いていたと思われがちではあるが、実際は赤軍やペトリューラ
軍の虐殺行為のみならず、北カフカス地方の対チェチェン戦に同行したときに白軍の残虐
行為も目の当たりにしていた6。ブルガーコフはこれらの体験をもとに、それぞれの「内
側」から後に一連の作品で内戦期の暴力や罪の問題を描き出したと言える。 
 
５．対立関係を俯瞰する視点 
 
『白衛軍』では、神の君臨する天国の世界が、主人公アレクセイの夢の中で描かれる。
その夢の中に、ジーリンという、アレクセイが以前に致命傷の手当をしてやったことのあ
                                                        
4 『私は殺した』は 1926 年、雑誌『医療従事者』の第 44 号に掲載された。その際の署名は、「ミハ
イル・ブルガーコフの物語 Рассказ Михаила Булгакова」であり、この作品が自伝的であることを示
唆している。 
5 ブルガーコフの伝記研究では、内戦期の彼の行動は自伝的な諸作品に基づいて研究者によって
様々な推測がなされており、統一されていない。ただし、1936 年にボリショイ劇場へ就職した際に
ブルガーコフが提出した履歴書によれば、1919 年には、キエフを占拠したすべての政権によって医
師として動員されたことが記されている。(Соколов Б. Три жизни Михаила Булгакова. М., 1997. С. 109.) 
6 Яновская Л. Комментарий к «Красной короне» // Аврора. 1977. № 6. С. 51. 
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る男が登場し、面白いことにこの天国にはボリシェヴィキ用の兵舎が用意されていると語
る。ボリシェヴィキは地獄へ堕ちるものだと、ジーリンは司祭から聞いていたことを「神
さま」に伝えると、「神さま」から次のような答えが返ってくる。 
 
信ずる者もあり、信じぬ者もありだが、お前たちの所業はみな同じだ。いまお前た
ちはいがみ合っているが、ジーリンよ、兵舎のことはこう考えるのだ。お前たちは、
わたしの前ではな、戦の庭に倒れた者は、等しく同列なのだよ。[I・236] 
 
ボリシェヴィキでさえも救われるという叙述自体は、ブルガーコフの宗教観を考える上
では非常に興味深いものだが、ここでは作家のこうした対立関係を俯瞰するまなざしに注
目したい。そうしたまなざしは、ほかのブルガーコフ作品にも貫かれているからだ。 
彼は『キエフのまち』の中の「三つの教会」という章において、革命後にキエフに乱立
した 3 つの教会同士の争いについて触れている。 
 
キエフに 3 つの教会は多すぎる。古い教会、生ける教会、そして独立教会、別名ウ
クライナ正教会である。この中の二つ目の会派の代表者たちは、機智に富んだキエフ
人から次のような呼び名を与えられた。 
「生ける司祭たち」 
これほど的確な名前は聞いたことがない。［中略］ 
状況はこういうことだ。古い教会は生ける教会と独立教会を嫌い、生ける教会は古
い教会と独立教会を嫌い、独立教会は古い教会と生ける教会派を嫌っている。司祭ら
が互いに対する敵意をもって活動力の源としているこれらの 3 つの教会の活動が、ど
ういう結末になるか、確信をもって言える。3 つの教会すべてにおいて、信者はどん
どん離れていき、露骨な無神論の渦にはまり込んでいくことだろう。[II・314 ] 
 
ここでブルガーコフが述べている「古い教会」とは、当時のチーホン総主教のロシア正
教会のことを指し、「独立教会」とは、1921 年に独立したウクライナ正教会のことである。
それに対して、「生ける教会」とは、革命後にロシア正教を分裂の危機に陥れた反総主教
のグループであり、ソ連政府の支援のもとに、チーホン体制に不満をもつ妻帯司祭を主力
としていた。チーホン総主教は、国教分離の名の下に新政権によって行われた宗教抑圧政
策に対決した人物の一人であり、すでに 1918 年に「破門状」を発して、きびしいボリシ
ェヴィキ批判を行ったため、ソ連政府によって逮捕、軟禁されていた7。一方、生ける教会
                                                        
7 廣岡正久『ソヴィエト政治と宗教－呪縛された社会主義』未来社、1988 年、65-66 頁。 
 
20 国際シンポジウム「⽂化の汽⽔域〜東スラヴ世界の⽂化的諸相をめぐって〜」報告集 
は、チーホンをはじめとする教会首脳部の逮捕収監によって生じた間隙を衝いて、教会指
導の全権を掌握しようとしていた8。ブルガーコフは、1923 年 7 月 11 日の日記で、「最近
起こった特筆すべき出来事」として、チーホン総主教が釈放されたことを取り上げ、チー
ホンが反ソ的態度の放棄を誓言したことに非常に驚きを覚えている。そして、「モスクワ
市民の間でも様々な噂が飛び交い、海外の白系新聞でも信じられない出来事だと大騒ぎに
なっている」様子を伝えている9。ブルガーコフは、ソ連政府によるロシア正教会の迫害に
無関心ではいられなかった作家であった。しかし、キエフでの 3 つの教会の争いに対して
は、どの教会に対しても失望感をあらわにしている。そして、「古い教会だろうが、生け
る教会であろうが、独立教会であろうが、神学上のことに関しては巻き込まれまいと自ら
に誓った」[II・315]と述べる。 
ブルガーコフ自身の宗教観については、ブルガーコフ研究においていまだ解明されてい
ない。宗教的な環境で育てられた幼少期を経て、青年期に信仰を一度捨てたとは考えられ
てはいるのだが、その後どのような軌跡をたどったのかは不明とされている。ただ、「3 つ
の教会」のテクストから浮かび上がってくるのは、混乱のただなかにあるキエフの宗教的
状況を上から俯瞰する作家の冷静なまなざしである。こうした視点を獲得するに至った背
景には、キエフでの内戦でそれぞれの軍に動員され、運命を翻弄され、それぞれの立場か
ら「悪」の問題の相対化をせまられた経験があったからに違いない。また、ブルガーコフ
研究者のコンチャコフスキーが指摘しているように、ブルガーコフが暮らしたキエフの生
活圏には、聖ソフィア大聖堂や聖ムィハイール黄金ドーム修道院、聖ヴォロディームィル
大聖堂といった正教の教会の他、カトリックの聖アレクサンドル大聖堂、また、シナゴー
クやトルコ系のユダヤ教徒カライム人の礼拝堂（ケネサ）など、多くの宗教が混在してい
たことから、幼い頃から他者や他宗教に対する寛容の精神が育まれやすい環境にあった10。
ブルガーコフの父アファナーシイがキエフ神学校の教授で、正教の司祭ではなく、ヨーロ
ッパの宗教史が専門であったことも、作家の世界観が形成される上で一定の影響があった
かもしれない。こうした環境によって、キエフに住みながらにして、ブルガーコフは脱中
心的な宗教観を会得していったとも考えられる。 
 
６．「内戦もの」から『巨匠とマルガリータ』へ 
 
                                                        
8 廣岡正久『ソヴィエト政治と宗教－呪縛された社会主義』、66-67 頁。 
9 Булгаков М. А. Дневник. Письма. 1914-1940. М., 1997. С. 51. 
10  Кончаковский А., Малаков Д. Киев Михаила Булгакова. Фотографии, документы, открытки из 
государственных и частных архивов. Фотоальбом. Издание второе, исправленное и дополненное. Киев, 
1993. С. 54. 
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ところで、ブルガーコフが作家に転身し、『白衛軍』をはじめとした一連の「内戦もの」
を創作したのは、すべてキエフの外、すなわちモスクワに上京した後のことである。彼に
とってのキエフとモスクワの住人は、『キエフのまち』において次のように比較されてい
る。 
 
キエフ人とモスクワっ子とはなんと違うことか！ モスクワっ子は口が悪くて、粘
り強く、せわしなく動き回り、せっかちでアメリカナイズされている。キエフ人は静
かで動作がゆっくりで、まったくアメリカナイズされていない。［中略］キエフ人た
ちはモスクワについて語り合うのが大好きだ。だが、私はモスクワっ子の誰にもその
語り合いを勧めない。なぜならば、話が終わって出て行ったとたんに、キエフ人たち
は口をそろえてモスクワっ子のあなたを嘘つきだと言うことだろう。あなたが本当の
ことを言ったとしても。［中略］ 
キエフは今現在、本当に静かな入り江のようである。生活のテンポはモスクワには
似ても似つかないし、そのことはキエフ人には理解できない。[II・311-312] 
 
ブルガーコフは、1923 年にキエフに一度帰郷し、取材する機会を得た。そのときの故郷
の様子を、当時のモスクワと比較しながら書き記したのが上の引用文である。モスクワに
上京後のブルガーコフは、住宅不足の中、アパートの確保に奔走し、また新聞社での仕事
に追われるなどして、苦労の絶えない生活を送っていたが、せわしない日常のモスクワか
ら故郷を想うことで、心の安らぎを得ていたようだ。 
上の引用にあるような、キエフの静けさを懐かしむ、ノスタルジックな気分は、『私は
殺した』のテクストにもにじみ出ている。ブルガーコフと同様に、キエフからモスクワに
やってきた主人公が、聴き手の医師たちに対して、次のように語る。 
 
ああ、ウクライナの星空といったら……もう 7 年もモスクワに住んでいますが、そ
れでも故郷に引き寄せられるんです。心がざわめき、時々胸が締め付けられるように
列車に乗って……キエフへと向かいたくなります。［中略］キエフよりも美しい町は
この世にありません。[II・650] 
 
モスクワに住みながら、愛すべき故郷の「まち」を想う気持ちがよく伝わってくる一節
である。 
それでは、こうしたキエフの記憶は、代表作『巨匠とマルガリータ』の創作に、どう生
かされていっただろうか。 
『巨匠とマルガリータ』は、大きく分けて二つのプロットから成る。一つは、1920 年代
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末から 30 年代のモスクワで、5 月のある日の夕方の水曜日に、モスクワのパトリアルシ
エ池公園に現われた「見知らぬ外国人」悪魔ヴォランドと、無神論者で文学雑誌の編集長
ベルリオーズと駆け出しの詩人イワン・ベズドームヌイとの出会いから小説は始まる。ヴ
ォランドは彼らに、無実の放浪の哲人イェシュアに死刑宣告したユダヤ総督ピラトの物語
を語る。この物語が、小説のもう一つの舞台である約 2000 年前のエルサレム（小説内で
はイェルシャライムと呼ばれる）で、モスクワの舞台と巧みに連繋しながら展開していく。
この後、悪魔の予言どおりにベルリオーズは轢死し、イワンは精神錯乱に陥り、さらにモ
スクワ市民までも混乱の渦に巻き込むような奇想天外な事件が悪魔の一味によって次々
と繰り広げられる。一方、モスクワの舞台では、巨匠と呼ばれる作家とその恋人マルガリ
ータの物語が同時に進行している。巨匠はピラトの物語を書いたために、キリストを賛美
する作家と批判され、絶望のあまり原稿を焼いて、マルガリータを残して失踪してしまう。
しかし、その後精神病院に収容されていた巨匠は、マルガリータが金曜日深夜の悪魔の大
舞踏会の女主人を立派に務めたことで救出され、恋人たちは再会を果し、さらに燃えてな
くなったはずの原稿も元どおりになる。そして、土曜日の夕方、恋人たちは悪魔と共にモ
スクワを出発し、途中でイェシュアを死刑にしたことで二千年間罪悪感に苛まれ続けてい
たピラトを解放した後、悪魔たちに別れを告げ、安らぎが約束された永遠の隠れ家へと飛
び去っていく。 
こうしたあらすじからもわかるように、この小説の主要な舞台はモスクワとエルサレム
であり、キエフに関する事柄は一見すると何も見当たらないようにも思われる。しかし、
実は『巨匠とマルガリータ』には、キエフの「まち」の記憶からインスピレーションを受
けたと考えられる場面が存在する。ブルガーコフ研究者のコンチャコフスキーによると、
それはエルサレム・セクションでピラトがイェシュアに尋問する場面に相当するという11。
ピラトの尋問のシーンに非常によく似たフレスコ画が、キエフの聖ヴォロディームィル大
聖堂にあるというのだ。聖ヴォロディームィル大聖堂には、ヴァスネツォフやネステロフ、
ヴルーベリによる近代的なフレスコ画があることで有名だが、ピラトの尋問のフレスコ画
は、画家コタルビンスキーによるもので12、イコノスタシスのすぐ近くに描かれている。
中央に堂々と座るピラトの両脇に、後ろ手に縛られたイエスと、背中を丸めて供述を書き
留める書記官がそれぞれ描かれたこのフレスコ画は、『巨匠とマルガリータ』におけるエ
ルサレム・セクションの一場面を想起させる一コマともなっている。 
 
「エルサレムの神殿を破壊するように民衆をそそのかしたのは、おまえなのだな？」 
                                                        
11 Кончаковский А., Малаков Д. Киев Михаила Булгакова. С. 73. 
12 Котарбинський В. Суд Пилата // Володимирьский собор. Київ, 2017. С. 55. 
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このとき、総督は石像のように身動きもせずにすわり、言葉を発するたびに、唇だ
けがかすかに動いていた。［中略］ 
後ろ手に縛りあげられた男［―イエス］は、いくぶん身体を前に乗り出すようにし
て語り始めた。［中略］ 
低いテーブルに背中を丸めるようにかがみ込んで、供述を書き留めていた書記官の
顔に、いぶかしげな表情が浮かんだ。書記官は顔を挙げたが、すぐにまた羊皮紙の上
に目を落とした。[V・20-21] 
 
また、コンチャコフスキーは、キエフのウラジーミル像があるウラジーミルの丘のそばに、
19 世紀末から 20 世紀半ばにかけて、イエス・キリストが十字架にかけられたゴルゴダの
丘の巨大なパノラマ画の展示館があったことを指摘し、そのパノラマ画がブルガーコフの
記憶に刻み込まれ、後に『巨匠とマルガリータ』のイェシュア磔刑の場面に活かされたの
ではないかと推測している13。残念ながら、このパノラマ画は現存しておらず、独ソ戦の
際に、ペチェルスキイ修道院に移されていたのだが、戦時中の 1941 年に破壊されてしま
った。長さ 93.8 メートル、幅 12.9 メートルもの巨大な絵画で、オーストリア人の画家フ
ローシュとクリューガーによって描かれたものだった14。現存しているパノラマ画の写真
が鮮明ではないため、我々はその圧倒的なサイズの写実的絵画をつぶさに観察できないの
だが、幸いなことに、このパノラマ画を同時代の作家が観ており、どのような絵画であっ
たかを書き留めてくれている。それは、ブルガーコフと同時代の作家ワレンチン・カター
エフ(1897-1986)である。 
このパノラマ画は、オデッサにも運ばれ、展示されたことがあった。当時 7 歳だったカ
ターエフは、この絵について、次のように回想している。 
 
少年だった私の眼前に半円状に広がっていたのは、まるで本物の干からびたユダヤの
地であった。赤茶けた地平線に広がる赤茶けた丘。カンバスに描かれた、不動で静ま
り返った世界。そこに、不動ではあるが、あたかも生きているかのような 3 次元の福
音書や聖書の登場人物たちがバラ色や青い衣服（キトーン）を着て、ロバやラクダに
乗っていたり、徒歩で移動していたりする。これらすべての上部に君臨しているのが、
ゴルゴダの丘である。そこには、静止したジグザグの稲妻と雷雨の空を背景に 3 つの
十字架がそびえ立っている15。 
                                                        
13 Кончаковский А., Малаков Д. Киев Михаила Булгакова. С. 72-73. 
14  Кальницкий М., Лосицкий Ю. Панорама «Голгофа» в Киеве // Россия и христианский восток 
[http://ros-vos.net/christian-culture/evangelie/text/panorama/5/] (2017 年 10 月 20 日閲覧). 
15 Кальницкий М., Лосицкий Ю. Панорама «Голгофа» в Киеве (2017 年 10 月 20 日閲覧). 
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『巨匠とマルガリータ』において、ゴルゴダの丘（小説では「禿山」）でイェシュアが 2
人の罪人とともに十字架にかけられている場面でも、パノラマ画と同様に、稲妻がひらめ
き、不穏な雰囲気が漂っている。 
 
「飲め！」と死刑執行人は言い、水に浸した海綿を槍の先に突き刺して唇の近くに
持ち上げた。［中略］ 
あたりは次第に暗くなっていった。雨雲はひたすらエルサレムを目指し、空の半分ほ
どを多い、黒い湿気と稲妻をはらんだ雨雲にさきがけて白く泡立つ雲が勢いよく進ん
でいた。丘の真上で稲妻がひらめき、雷鳴が轟いた。[V・176-177] 
 
『巨匠とマルガリータ』のエルサレム・セクションは、福音書や聖書外典などの宗教的
なテクストが下敷きになっていることは言うまでもない。その一方で、ブルガーコフ研究
者のペトロフスキーがすでに指摘していることだが、19 世紀ロシアの画家ゲーの絵画『真
理とは何か』がブルガーコフの小説のヴィジュアルな源泉として挙げられることもある16。
ゴルゴダの丘の描写に際しても、当然のことながら、パノラマ画だけがその源泉となった
わけではなく、ゴルィンスキーの『キリストの磔刑』やポレーノフの『ゴルゴダ』といっ
た宗教画が、ブルガーコフの創作に活かされた可能性も否定できないだろう。ただ、『巨
匠とマルガリータ』の視覚的源泉がいくつか推測し得る中で、ここで改めて強調しておき
たいのは、ゴルゴダの丘のパノラマ画が、そのサイズと展示形態の点で非常にユニークな
絵画であり、20 世紀初頭のキエフで人気を博していたということだ。パノラマ画一面に広
がるゴルゴダの丘の一大スペクタクルは、カターエフが少年時代に観た絵の印象を鮮明に
記憶していたように、ブルガーコフの創作においても、とりわけ重要な意味を持っていた
と考えられる17。 
聖ヴォロディームィル大聖堂のフレスコ画とゴルゴダの丘のパノラマ画―この二つの
視覚的な記憶がなければ、『巨匠とマルガリータ』のような壮大なテーマの小説は生まれ
なかったかもしれない。特に、キエフでの内戦の経験という観点から改めて考えるならば、
ブルガーコフが創作した「内戦もの」の作品群で、殺人や暴力を目の当たりにした自伝的
な主人公たちが同様に抱いた罪の問題は、『巨匠とマルガリータ』のピラトが、自らの保
身と臆病のために、無実のイェシュアを死刑にしてしまい、その罪の意識に 2000 年間苦
                                                        
16 Петровский М. Мастер и Город. Киевские контексты Михаила Булгакова. Киев, 2001. С. 45. ちなみ
に、ブルガーコフは、ゲーと同じキエフ第一ギムナジウムを卒業している。 
17 ブルガーコフは、『白衛軍』において、パノラマ画の展示館があったコスチョーリナヤ通りに言及
し、この通りをペトリューラ軍が「蛇のようにうねって進む」[I・398]様子を描いている。 
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しめられるストーリーへと確実につながっている。 
 
７．おわりに 
 
キエフでの内戦は、ブルガーコフにとって医師から作家へと転身する大きな転機となっ
た出来事であった。ブルガーコフ研究者のヘイバーは、内戦で全ての軍に動員され、その
度ごとに残虐行為を目の当たりにしてきたブルガーコフが、そうした悪に立ち向かう勇敢
な軍人になりきれない自分に見切りをつけ、今度は文学という「武器」でもって現実と「闘
う」ために、作家という道を選んだのではないかと推測しているが18、それはあながちは
ずれてはいないだろう。彼の作品において、主人公たちの多くが精神的な弱さを抱え、悪
に直面しながらもそれに抵抗できず、罪悪感に苛まれているのは、他者の死と常に隣り合
わせにあったブルガーコフが、贖罪の問題に無関心でいられなかったからに他ならない。
彼にとって、生涯を通じて創作のテーマを与えてくれたのが、キエフという「まち」であ
った。その意味で、キエフは、作家の原点としての「まち」であったと言える。 
 
 
 
Mikhail Bulgakov’s ‘City’: 
Kiev as the Writer’s Starting Point 
 
OMORI Masako 
(Researcher, The University of Tokyo) 
 
 
Mikhail Bulgakov (1891–1940), a famous Russian writer of the 20th century, wrote Dog’s 
Heart (1925) and Master and Margarita (between 1928 and 1940). While these stories were set 
in Moscow, he was born in Kiev and lived there for 28 years. Some of his early works are based 
on his experiences in Kiev. In my presentation, I would like to analyse the influence of 
Bulgakov’s experiences in Kiev on his later works. 
In his autobiographical novel White Guard (between 1922 and 1924), Bulgakov describes 
his beautiful hometown with special affection, calling it ‘City’. However, when the writer lived 
in Kiev during the Civil War, the city was in the middle of chaos. As he wrote in ‘Kiev-City’ 
                                                        
18 E. Haber, Mikhail Bulgakov, p. 27. 
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(1923), in the three years following the February Revolution of 1917, Kiev had 14 regime 
changes, and Bulgakov was present in 10 of them. White Guard is set in Kiev from December 
1918 to February 1919. During this period, a German puppet government, which supported the 
White Guard in Kiev, fled to Germany, and the Petliura’s nationalists took control of the 
government until the Red Army occupied Kiev. 
In his early works, White Guard and Red Crown (1922) and I killed (1926), Bulgakov 
showed sympathy to the White Guard. It is important to point out that during the Civil War, he 
served as a doctor for not only the White Guard but also the Red Army and Petliura’s nationalists. 
Bulgakov observed the Civil War from inside of each army and dealt with the themes of 
violence, insanity and sin in his works. 
One of the most significant characteristics of Bulgakov’s works is that he commands a 
complete and over-all view of contradictions. For example, in Kiev-City, the author was critical 
about three Orthodox churches hating each other after the February Revolution. Moreover, in 
White Guard, the barracks of the ‘Heaven’ were ready even for the soldiers of Red Army. 
Kiev was the ‘City’ that inspired Bulgakov, particularly when he was creating his last novel, 
Master and Margarita. The section on ‘Iersharaim’ (Jerusalem) is believed to be based on (1) 
the big, impressive panorama-pictures ‘Golgotha’ located near Saint Alexander’s Cathedral and 
on (2) a religious picture on the walls of Saint Volodymyr’s Cathedral. Therefore, if Bulgakov 
had not kept visual memories of Kiev, Master and Margarita might not have had the grandiose 
Christian theme. In this sense, Kiev was Bulgakov’s initiating point as well as inspiration. 
 
